
対象案件 次世代育成支援後期行動計画（素案）について 

意見募集期間 平成 22 年 1 月 1 日（日）から平成 22 年 2 月 1 日（月）まで 

担当部署(問合せ先） 保健福祉部児童家庭課 電話 011-372-3311 内 814 

意見提出件数 

意見提出者数   ６人  

意見提出件数  ３０件  

 

提出のあった意見の概要  
市の考え方 

（案を修正したときは修正内容）  

基本理念の一つに、「すべての人が命の

大切さを感じる環境づくり」とありますが、私

は人のみと限らず、「すべての命あるものの

大切さを感じることのできる環境づくり」を希

望します。 

 何故なら、人が人として生きているのは、

自然の摂理の中で、他のさまざまな生き物

の営みのつながりの中で、生かされている

ことに気付いてほしいと思うからです。 

 本計画の理念における命は人の命、中でも子ども

の命を念頭に置いたもので、ご意見を採り入れた場

合、理念と計画における推進事業の整合性が図れ

ないと考えます。 

 

全体的視点の意見 

  「地域」の定義が明確でない 

計画中の地域は北広島市全域を指しています。 

体系の（１）の推進施策 

  「児童」と表記されており、「幼児」が含ま

れていないがその理由が不明確である。 

推進施策に該当する推進事業には幼児だけでな

く小学生を対象とする事業も含まれるため、児童と

いう表現になっています。 

体系の（２） 

  推進施策が皆無であり、もっと具体的な

取り組みを表記すべきである。 

推進施策は基本施策を実施する上でさらに区分

する必要がある場合に設定しており、具体的な取り

組みは 45、46 ページに個別の推進事業が掲載され

ています。 

体系の（２） 

 「小児医療の充実」について、産婦人科及

小児科については市内に複数ありますが、産婦

人科はありませんので、北広島市医師会と協力して

誘致を進めております。しかし、医師の数が少ない



び小児科の誘致を行うべきではないか。 ため、時間を要する課題と考えております。 

体系の（４） 

  エの「安全・安心のまちづくりの推進」は

アに位置づけるべきではないか。 

基本施策の並びは、国の示す行動計画策定指針

と同じ順番に合わせて、対比しやすいようにしており

ますのでご理解願います。 

全体的に「子どもにもわかりやすい目標

等」がない。例えば、「挨拶を交わそう」 「譲

り合いの気持ちを持とう」 「高齢者に手をさ

しのべよう」等の期待する子供像を示し、幼

少の頃から実践させていくことが人間教育

の基本である。 

本計画は次世代育成のために、子育て支援を中

心とした施策をまとめた計画であり、子どもへの教

育を主眼としたものではありませんが、ご意見の趣

旨は教育行政の参考とさせていただきます。 

なるべく早く、共栄地区に児童館を開設し

ていただきたいです。 

開設場所については、シルバー活動セン

ターの一室を利用したり、北の台小学校が

増設される際、一室を児童館用に開放する

など、現存の施設を利用すればよいと思い

ます。 

シルバー活動センターの一部を開放すれ

ば、地域のお年寄りと子どもたちとの交流

が図られるメリットもあると思います。 

後期行動計画では、児童館を新規に１か所整備

する計画となっていますが、整備地区は今後各種の

条件等を検討して決めることとなります。 

計画の名称が長く中身が理解しづらい。

もっとわかりやすく親しみやすい名称（通

称）を考えてほしい。 

ご意見のとおり、本計画にはわかりやすい名称が

必要と考えております。 

全体的に「子育て支援」にばかり比重が

おかれ、親はもちろん地域全体で子どもの

自立を支えていく「子ども支援」の視点が弱

い。親支援が総てイコール子ども支援では

ない。 子どもがいきいきと育つための、子

ども支援の視点も大切にしてほしい。 

本計画の策定趣旨から子育て支援に大きな比重

が置かれていることはやむを得ないと考えますが、

ご意見の趣旨は参考とさせていただきます。 



基本メッセージは抽象的で何をいってい

るのかわからない。 

検討した結果、基本メッセージは削除することにし

ました。 

計画のなかに北広島市らしさを盛り込む

べき。 

基本施策や推進施策の下にある推進事業の段

階では、東広島市とのスポーツ交流等北広島市独

自の事業もありますが、ご意見は今後の参考とさせ

ていただきます。 

緊急時のサポート体制として病児・病後

児保育の実施に向け積極的に取り組んで

ほしい。 

地域における子育て支援サービス充実のために

必要な事業として検討します。 

子育て支援サービスやイベント情報など

をタイムリーに提供できるよう、トップページ

からすぐたどりつける専用のホームページ

を充実させるべき。 

市ホームページの子育てページについて、よりわ

かりやすいように内容の充実を図ってまいります。 

乳幼児、児童の居場所として子育て支援

センターや児童館が位置付けられている

が、中高生もこの計画に含まれるはず、思

春期の子供たちの居場所づくりを盛り込む

べき。 

児童館は中高生も利用できる施設となっています

が、さらに１か所整備を計画しております。 

子どもが主体的に生きる力を育成するた

めに、子どもの権利条約の普及・啓発を進

めてほしい。 

子どもの権利条例制定時の普及活動にその内容

を含むことを考えております。 

学校図書事業の推進とあるが、専任の司

書を計画してほしい。 

各学校の実状に合わせた図書館運営が必要で

あり、その活動支援のため、平成 19 年、教育委員

会に専任の司書を置いた学校図書センターを設け、

図書の管理や相談業務を行っております。学校図

書室の司書業務は、このセンター機能の維持・拡大

によって対応してまいります。 

子どもを犯罪等からの被害から守るため

の活動に、ＣＡＰプログラムなど子どもへの

こどもを犯罪等の被害から守るための活動とし

て、子ども110番の家等の推進、自主防犯活動の推



暴力防止プログラムの実施を盛り込んでほ

しい。 

進等の事業を計画に含んでおりますので、ご意見は

今後の参考とさせていただきます。 

発達障害児の早期発見・早期療育に努

め、継続した相談・支援体制の充実がはか

れる施策を進めてほしい。 

こども発達支援センターと幼稚園、保育園、小学

校などとの連携によって早期発見に努めるととも

に、同センターでは小学６年生までの相談に応じて

おりますが、こうした体制の充実を図ってまいりま

す。 

障がいの理解を高めるため、市民向けの

講演会や研修会などの啓発活動をすすめ

ることを盛り込んでほしい。 

ご意見については、今後の参考とさせていただき

ます。 

図書室がいつでも開室していて、子ども

たちがいつでも利用できるように、小中学校

に専任の司書を配置する計画を盛り込んで

ほしいです。 

  図書館分室でもある西部小学校図書館

には、専任司書がいますが、各学校への配

置が難しければ、中学校区に一人の司書を

配置し、巡回して指導するなどの方法もあ

ると思います。読み聞かせや図書整理の地

域のボランティアなどの教育資源をさらに活

用し、各学校の司書教諭の活動を充実し、

子どもたちの読書環境を良くするためには、

専任の司書が必要です。 

それぞれの学校の実状に見合った図書館運営・

読書指導を考え、各学校が読書支援ボランティアの

導入などを図っているところです。その活動を支援

するため、平成 19 年、教育委員会に学校図書セン

ターを設け、専任の司書を配置し、図書の発注やデ

ータ化などの事務処理を軽減し、各学校の図書館

運営に対する相談や協力を行っております。今後

も、センター機能は維持・拡大してゆく考えですが、

学校における子どもの読書活動推進にあたっては、

司書教諭を含む学校全体での取り組みが必要と考

えています。 

学校図書館整備の推進として、デジタル

化とネットワークの構築の継続とあります

が、古い蔵書に新しい本が埋もれてしまっ

ている図書室では、子どもたちにとって魅力

的な図書室とは言えません。図書の充足率

にばかりにこだわらずに、子どもたちにとっ

て本を借りやすく、学習に役立つ図書室と

するためには、常に図書の整備をしていく

現状においては、充足率 100％をめざすことが学

校図書館に新しい図書を増やすことにつながるもの

と考えており、学校の図書費を増額するなどの継続

的な整備を続けてゆきます。それとともに、学校全

体での読書指導の向上を図るよう学校との連携を

強めていきたいと考えています。 



体制や読書の楽しさを伝えるマンパワーの

構築を盛り込むべきと思います。 

北広島の子どもたちの読書力を伸ばすた

めに、目標を数字として示してはどうでしょう

か。朝読書に取り組んでいる学校も多いと

思います。さらに本を読む機会を増し、楽し

んで取り組む方法として、年間貸出冊数の

目標値を示すことで、子どもたちも読書欲が

わくのではないでしょうか。 

  たとえば、小学校一人年間 40 冊、中学

校一人年間 20冊の貸出を目標とするなど。

冊数は各学校の目標でもよいですが、北広

島の子どもたちにはこのぐらい本を借りて

ほしいという具体的な数字や、読んだペー

ジ数で競う読書マラソンなど、工夫して読書

の楽しさを伝えていきたいです。 

学校図書館のシステム化が完了し、各学校図書

館の利用状況等が正確に把握できるようになりまし

た。次期の「長期総合計画」、「子どもの読書活動推

進計画」には、学校図書館・公共図書館における利

用の指標を定めて取り組む考えであります。 

計画の名称について、広報北広島に掲

載されたような配布物ならイメージしやすい

が、名称を見聞きしただけでは誰のための

どんな計画なのか？伝わりにくく、関心を持

とうとする気持ちにならない。 

本計画にはわかりやすい名称が必要と考えてお

ります。また、内容については、広報やホームペー

ジ等で周知を図ります。 

｢子どもは社会の宝｣と思うのは大人であ

り、子どもたちにとっての希望は何だと思い

ますか？私たち大人は本当にわかってあげ

ているのか？今、北広島で育っている子ど

もたちが「北広島で暮らしたい、子どもを育

てたい」と思うようなまちづくりを目的や趣旨

に盛り込むと、イメージしやすく意見も考え

やすい。 

ご意見については、今後の参考とさせていただき

ます。 

近年の政治報道や社会情勢･犯罪の悪

質化を見聞きしても、子どもたちは｢子ども

中学生・高校生には平成２１年に実施済のニーズ

調査で意見を聞いたうえで、計画を作成しておりま



だから何もできない｣というあきらめと不安を

感じる発言が増えているように感じる。 

また、中学生程度であれば｢どうすればよく

なるか？｣と疑問意識をしっかり持つように

なる。子どもたちにとっての希望を大人は本

当にわかっているのかという観点からすれ

ば、小中高生、大学生にも意見を聞く場が

必要で、子どもの権利保障･条例制定にあ

わせて、北広島の将来を共に考える機会を

つくり計画に反映するよう盛り込んでほし

い。 

す。 

親の就労と保育所待機について、現在

は、母親の雇用形態が多様化し休日出勤

が雇用条件になり家族揃って休日を過ごせ

ずにいる家庭も多い。子どもの急な病気時

の欠勤に対して理解が浅く、止む無く退職

に至る場合もある。また、経済的に就労す

る必要はないが、(3～4 才時期の)入所時待

機を避けるため、0 才のうちから就職し保育

所に預けるというケースも聞く。｢イクメン(育

児する男親)｣という言葉ができたように子育

ての環境は、年々変化している。不足して

いる部分(数字)を満たすだけの計画ではな

く、子どもが犠牲にならないような働き方が

できるよう、就労支援や保育サービスを再

度検討してほしい。子育てしている親たちが

困っていることや切望するサービス･支援、

｢北広島での子育て観｣など本音を聞き歩く

ような情報収集と共有の場を作り、それを

計画に追加して盛り込んでほしい。 

本計画にあるさまざまな子育て支援事業の実施

を通して、新たに実施が必要とされる支援内容が出

てきた場合には、既存事業の見直しや拡充等によっ

て柔軟に対応することが必要と考えております。 

乳幼児健診について、1才 6ヶ月の次に3 地域子育て支援センターで健診を行うことは困難



才児健診が行われているが、その間 18 ヶ

月は、言葉などの発達的な障害の早期所

見が見つけやすい年令でもある。問診の他

に自然に遊ぶ子どもの様子も健診範囲に

含め、こども発達支援センターの先生を加

えての｢発育健診(仮)｣を地域子育て支援セ

ンター内で受診できるようになることを希望

する。対象となる事例はごく少数としても、

就園就学以降は集団生活していくことを考

えると同年代の保護者へ向けても発達障害

に対する理解の輪を広げることが必要。 

と考えております。育児相談については、必要な場

合、発達支援センターと連携を図ってまいります。 

子育て支援センターや児童センターなど

集う場所に出てこられない親子や、妊婦･乳

幼児健診等未受診など地域の中で接点を

持たない(或いは持てない)親子に対しての

支援として、訪問事業(産前産後の家事育

児数時間無料サポートやホームスタート)な

どの必要性を検討する機会を盛り込んでほ

しい。 

ご意見については、今後の参考とさせていただき

ます。 

 


